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（証券コード7901）
平成30年 7月10日

株　主　各　位
北九州市門司区社ノ木一丁目２番１号
株 式 会 社 　 マ ツ モ ト
代表取締役社長　　松　本　敬三郎

第30回定時株主総会招集ご通知

　拝啓　平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
　さて、当社第30回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、
ご出席下さいますようご通知申し上げます。
　なお、当日ご出席願えない場合は、書面によって議決権を行使することができ
ますので、お手数ながら後記の株主総会参考書類をご検討いただきまして、同封
の議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご表示いただき、平成 30 年 7 月 24 日 

（火曜日）午後 5 時までに到着するようご送付いただきたくお願い申し上げます。

敬　具
記

１．日　　時　　　平成30年7月25日（水曜日）午前10時
２．場　　所　　　北九州市小倉北区上富野四丁目 1 番25号
　　　　　　　　　松柏園ホテル
　　　　　　　　　  （末尾の会場ご案内図をご参照下さい。）
３．会議の目的事項
　　報告事項　　　第30期（平成29年5月1日から平成30年4月30日まで）
　　　　　　　　　事業報告および計算書類報告の件
　　決議事項
　　　第１号議案　剰余金の処分の件
　　　第２号議案　取締役 5 名選任の件
　　　第３号議案　監査役 1 名選任の件
　　　第４号議案　退任監査役に対し退職慰労金贈呈の件

以　上

◎当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出
下さいますようお願い申し上げます。

◎招集通知添付書類ならびに株主総会参考書類の記載事項を修正する必要が生じ 
た場合は、修正後の事項を当社ホームページ（http://www.matsumoto-inc.co.jp/） 
に掲載いたしますのでご了承下さい。
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（添付書類…当社は連結対象会社がないため連結関係書類は作成しておりません。）

事 業 報 告
平成29年5月 1 日から
平成30年4月30日まで

１．会社の現況に関する事項
（1）事業の経過およびその成果

　当期におけるわが国経済は、積極的な経済政策に支えられて企業収益およ
び雇用や所得環境に改善が見られ、全体として景気は緩やかな回復を続けて
おりました。

　印刷業界におきましては、紙の国内出荷量が平成 30 年 4 月まで 11 ヵ月連
続で前年実績を下回り、電子化の進展を受けて特に印刷用紙の減少が目立つ
など当期中通じ印刷需要は低調に推移いたしました。

　このような状況におきまして、当期の業績は次のとおりとなりました。
　売上高につきましては、主力の学校アルバム部門において少子化を背景と
した市場規模縮小による競争激化のため売上高が減少し、前期 2,811 百万円に
対し、1.9% 減の 2,757 百万円となりました。また、損益につきましては、こ
の売上減に加え、新工場設備の減価償却費、卒業アルバム納期確保のための
人件費、運送費の値上げ等前期に比べ大幅な費用増となりましたので、損失
を計上するに至り、営業損失 157 百万円（前期比 129 百万円損失増）、経常損
失 128 百万円（前期比 118 百万円損失増）、当期純損失 148 百万円（前期は 14
百万円の利益）となりました。

部門別の状況は次のとおりであります。

〔学校アルバム部門〕
　学校アルバム部門につきましては、平成の 30 年間において 18 歳人口がピー
ク時の 205 万人から 118 万人と大きく減少する中で、学校アルバム市場にお
ける過当競争は依然として続いており、このため受注価格の低下ならびに受
注量の減少を招き、売上高は前期比 3.6% 減の 2,014 百万円となりました。

〔一般商業印刷部門〕
　一般商業印刷部門につきましては、新工場の稼動に伴い新規顧客の開拓を
中心に販売拡大をはかり、売上高は前期比 2.9% 増の 742 百万円となりました。
なお、この売上高はインターネット関連事業も含んでおります。
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（2）資金調達の状況
　当期において必要な資金は、すべて自己資金より充当いたしました。

（3）設備投資の状況
　当期は、印刷機械等 312 百万円の設備投資を行いました。

（4）財産および損益状況の推移

区　　　分 第27期
（平成26年度）

第28期
（平成27年度）

第29期
（平成28年度）

第30期（当期）
（平成29年度）

売　上　高（百万円） 2,736 2,747 2,811 2,757
経 常 利 益（百万円） 16 △50 △10 △128
当期純利益（百万円） 42 △58 14 △148
1株当たりの当期純利益 113円77銭 △154円54銭 37円28銭 △392円72銭
総 資 産（百万円） 4,625 4,604 4,735 4,646
純 資 産（百万円） 3,675 3,554 3,549 3,400

（注）１．	1 株当たりの当期純利益は、期中平均発行済株式総数により算出しております。なお、
期中平均発行済株式総数は、自己株式数を控除した株式数を用いております。

	 ２．	平成 29 年 11 月 1 日付で普通株式 10 株につき 1 株の割合で株式併合を行っております。
第 27 期の期首に当該株式併合が行われたと仮定して、1 株あたりの当期純利益を算定
しております。

（5）対処すべき課題
　今後の見通しにつきましては、学校アルバム部門、一般商業印刷部門とも
に引き続く少子化や印刷需要の減退など、厳しい環境にありますが、当社と
いたしましては、損益状況を改善し、これを早急に黒字化させることが最も
重要な課題であります。黒字化に向けて販売 ･ 生産の両面にわたりすべての
業務の見直しを行い、合理化・効率化を推進し、業績の向上に取り組んでま
いる所存であります。

　株主の皆様におかれましては、今後ともよろしくご支援、ご鞭撻を賜りま
すようお願い申し上げます。
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（6）主要な事業内容
　当社は、印刷物の製造販売を主たる事業としており、その製品は次のとお
りであります。

　学校アルバム……幼・小・中・高・専・大学ならびに各種学校等向け卒業
　　　　　　　　　アルバム、記念アルバム、記念誌等他

　一般商業印刷……ポスター、カタログ、パンフレット、ダイレクトメール、
　　　　　　　　　カレンダー他

　インターネット関連事業……デジタル写真アルバム（Ｋぴぃ・メモリオ）
　　　　　　　　　　　　　　自費出版（ホンニナル出版）
　　　　　　　　　　　　　　印刷通信販売（プリエイト）
　　　　　　　　　　　　　　写真プリント販売（ギガフォトレージ）

（7）主要な営業所および工場ならびに従業員の状況
①営業所および工場
　本社　北九州市門司区社ノ木一丁目 2 番 1 号

名　　　　　称 所　　在　　地

営業所
　　東京営業所
　　名古屋営業所
　　福岡営業所
デザインセンター
工　場
　　松原工場（印刷・製本）
　　猿喰工場（製版・印刷）
　　社ノ木工場（製本・オンディマンド印刷）
　　高浜工場（オンディマンド印刷・製本）

東京都新宿区
名古屋市中区
福岡市博多区
北九州市門司区

北九州市門司区
北九州市門司区
北九州市門司区
北九州市小倉北区

②従業員の状況
従業員数 前期末比増減 平均年齢 平均勤続年数
219 名 6 名 40.7 才 16.7 年

（注）上記従業員の外に、期中平均 121 名のパートタイマーがおります。
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２．株式に関する事項
　（1）発行可能株式総数　　　　 1,288,900 株
　（2）発行済株式の総数　　　　   381,300 株
　　　　　　　　　  （うち自己株式   3,835 株）
　（3）株主数　　　　　　　　　　  　 365 名
　（4）大株主

株　　主　　名 持株数 持株比率

松　　本　　　敬 三 郎
松　　本　　　政　　敬
穐　　田　　　誉　　輝
松　　本　　　久 美 子
梅 　 津 　    武
株 式 会 社 大 分 銀 行
松　　本　　　大　　輝
松　 本　　 敬　 孝
水　 元　　 公　 仁
株 式 会 社 Ｓ Ｂ Ｉ 証 券

株
58,800
32,800
19,000
16,200
15,800
14,400
12,900
11,400
11,000
11,000

%
15.58
8.69
5.03
4.29
4.19
3.81
3.42
3.02
2.91
2.91

（注）持株比率は、自己株式（3,835 株）を控除して計算しております。

　（5）その他株式に関する重要な事項
　当社は、平成 29 年 11 月 1 日付で当社株式の売買単位を 1,000 株から 100 株
に変更するとともに、当社が発行する普通株式 10 株を 1 株とする株式合併を
実施しております。
　これに伴い、同日付で発行可能株式総数および発行済株式の総数が減少し
ております。
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３．会社役員に関する事項
（1）取締役および監査役

地　　位 氏　　名 担当および重要な兼職の状況

代 表 取 締 役 会 長
代 表 取 締 役 社 長
常 務 取 締 役
取 締 役
取 締 役
常 勤 監 査 役
監 査 役
監 査 役

松本　政敬
松本敬三郎
松本　大輝
梅津　　武
杉本　佳彦
冨樫　督司
安井　玄治
原永　　茂

営業本部長
総務部長
公認会計士

株式会社安井組代表取締役会長
税理士

（注）１．	取締役杉本佳彦氏は、社外取締役であり、公認会計士の資格を有しており、財務および
会計に関する相当程度の知見を有するものであります。

	 ２．	監査役安井玄治氏および原永茂氏は、社外監査役であり、監査役原永茂氏は、税理士の
資格を有しており、財務および会計に関する相当程度の知見を有するものであります。

	 ３．	当社は取締役杉本佳彦氏、監査役安井玄治氏および監査役原永茂氏を東京証券取引所の
定めに基づく独立役員として指定し、同取引所に届け出ております。

	 ４．	当社と株式会社安井組とは建築工事等の取引があります。

（2）取締役および監査役の報酬等の総額
区　　分 人　　数 報酬等の総額
取締役 5 名 85,840 千円
監査役 3 名   9,750 千円

計
（うち社外役員）

8 名
（3 名）

95,590 千円  
（3,920 千円）

（注）上記の報酬等の総額には、当期中に役員退職慰労引当金として費用計上した
9,790 千円を含んでおり、このうち 9,040 千円が取締役分であり、750 千円が監
査役分であります。



− 7 −

（3）社外役員に関する事項
　当事業年度における主な活動状況
区　分 氏　名 主な活動状況

取締役 杉本　佳彦

同氏は当期に開催された取締役会12回のうち9回
に出席し、主に公認会計士として財務・会計なら
びに経営管理に係る見地から意見を述べ、取締役
会の意思決定の妥当性・適正性を確保するための
助言・提案を行っております。

監査役 安井　玄治

同氏は当期に開催された取締役会12回のうち8回
におよび当期に開催された監査役会9回のうち8回
に出席し、長年にわたる経営者としての高い見識
と豊富な経験から意見を述べ取締役会の意思決定
の妥当性・適正性を確保するための助言・提案を
行っており、監査役会においても審議に関して必
要な発言や職務執行状況の報告を適宜行っており
ます。

監査役 原永　　茂

同氏は当期に開催された取締役会12回のうち11回
におよび当期に開催された監査役会9回の全てに
出席し、主に税理士として財務・会計ならびに法
令遵守に係る見地から意見を述べ、取締役会の意
思決定の妥当性・適正性を確保するための助言・
提案を行っており、監査役会においても審議に関
して必要な発言や職務執行状況の報告を適宜行っ
ております。
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４．会計監査人に関する事項
（1）会計監査人の名称

　EY新日本有限責任監査法人
（注）EY新日本有限責任監査法人は、平成 30 年 7 月 1 日付で新日本有限責任監査法人か

ら名称変更しております。

（2）会計監査人の報酬等の額
　公認会計士法第 2 条第 1 項の業務に係る報酬等の額　　　　　16,000 千円
（注）１．	当社と会計監査人との間の監査契約において会社法に基づく監査と金融商品取

引法に基づく監査の監査報酬の額を区分しておりませんので、上記の報酬等の
額には金融商品取引法に基づく監査の報酬等の額を含めております。

　　 ２．	当社監査役会は、会計監査人の監査計画の内容、前事業年度の監査計画と実績
の比較、監査時間および報酬額の推移等を確認し、検討した結果、会計監査人
の報酬等の額について会社法第 399 条第 1 項の同意を行っております。

（3）会計監査人の解任または不再任の決定の方針
　監査役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があ
ると判断した場合は、株主総会に提出する会計監査人の解任又は不再任に関
する議案の内容を決定いたします。
　また、会計監査人が会社法第 340 条第 1 項各号に定める項目に該当すると
認められる場合は、監査役全員の同意に基づき、会計監査人を解任いたします。
この場合、監査役会が選定した監査役は、解任後最初に招集される株主総会
において、会計監査人を解任した旨及びその理由を報告いたします。

５．業務の適正を確保するための体制等の整備についての決議の内容の概要
　当社が業務の適正を確保するための体制として取締役会において決議した事
項は次のとおりです。

（1）取締役および使用人の職務の執行が法令および定款に適合することを確保
するための体制

①	 取締役および使用人の職務の執行が法令および定款に適合することを確
保するため、社長がコンプライアンス責任者となりコンプライアンス行
動指針を定めるとともに、取締役および使用人に周知を徹底する。

②	 取締役および使用人に対し、コンプライアンス教育を継続して定期的に
実施することにより、コンプライアンス意識を高める。

③	 使用人は、職場内や業務において法令違反の事実やその恐れを発見した
場合、会社に報告する。その報告は総務部を窓口とし、通報者に不利益
を及ぼさないようにするとともに、社長まで届くようにする。
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（2）取締役の職務の執行に係る情報の保存および管理に関する体制
取締役の職務の執行に係る情報については、取締役会規程等に基づき取
締役会議事録等を書面または電磁的記録により、適切かつ確実に保存・
管理する。

（3）損失の危険の管理に関する規程その他の体制
①	 リスク管理規程を定め危機発生の未然防止、発生した危機の早期解決お

よび損害の極小化ならびに危機の再発防止をはかる。
②	 社長を委員長とするリスク管理委員会を設置し、これには取締役全員が

参加し、事業および業務に係るリスクを把握し管理する。
（4）取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

毎月 1 回開催する定時取締役会に加え、臨時取締役会を必要に応じて随
時開催することにより、重要な業務執行については十分な審議を経て決
定する。

（5）当該株式会社の業務の適正を確保するための体制
前記「（1）取締役および使用人の職務の執行が法令および定款に適合す
ることを確保するための体制」および「（3）損失の危険の管理に関する
規程その他の体制」を適用すること等により、業務の適正を確保する体
制を確立する。

（6）監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当
該使用人に関する事項

監査役からその職務を補助すべき使用人を置くことを求められた場合、
現組織においては経営管理部ないしは総務部からその人員を配置するこ
ととする。

（7）前号の使用人の取締役からの独立性に関する事項および当該使用人に対す
る指示の実効性の確保に関する事項

前号において配置された使用人は、監査役会において人事考課を行うこ
ととし、監査役の職務を補助するにあたっては、監査役の指揮命令のみ
に従うこととする。

（8）取締役および使用人が監査役に報告をするための体制その他の監査役への
報告に関する体制、報告したことを理由として不利な取扱を受けないこと
を確保する体制

①	 取締役および使用人は、会社に著しい損失を与える事項が発生しまたは
発生する恐れがあるとき、取締役および使用人による違法または不正な
行為を発見したとき、その他監査役会が求める事項につき、監査役に報
告する。

②	 監査役が監査に必要な情報を適確かつ迅速に入手できるように社内各部
署から資料の提出および情報の提供が速やかにできる体制を整備する。

③	 当社は、監査役に報告を行った者に対して、当該報告をしたことを理由
として不利益な処遇を一切行わない。
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（9）その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
①	 取締役および使用人は監査役監査に対する理解を深め、監査役監査の環

境を整備するように努める。
②	 監査役は内部監査部門との連携をはかり、実効的な監査業務を遂行する。
③	 取締役は、監査役の職務の遂行にあたり、監査役が必要と認めた場合に、

弁護士、公認会計士、税理士等の外部専門家との連携をはかることので
きる環境を整備する。

④	 当社は、監査役が必要と認める監査費用については、その支払時期、償
還手続き等を含め、全額これを負担する。

６．業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
　当社は、内部統制システムの適切な整備および運用を行い、コンプライアン
スの推進、リスク管理の強化、内部監査体制の充実に取り組んでおり、業務の
適正を確保するための体制の運用状況は以下のとおりです。

（1）コンプライアンス体制
社長がコンプライアンス責任者となり、取締役および使用人に対し継続
して定期的にコンプライアンス教育を実施し、コンプライアンス意識の
浸透および高揚に努めました。

（2）リスク管理体制
社長を委員長とするリスク管理委員会を開催し、事業および業務に係る
リスクの抽出ならびに対応策が報告、協議されております。
また、適宜是正改善を行い、必要に応じて再発防止の取組みを実施して
まいりました。

（3）内部監査体制
当社の内部監査は経営管理部が担当し、監査役ならびに会計監査人とも
連携をはかり有効な内部監査を行ってまいりました。

（注）本事業報告に記載の金額の表示単位未満は切り捨て、比率の表示単位未満は四捨五入して
表示しております。
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貸　借　対　照　表
（平成30 年4 月30 日現在）

（単位：千円）
資　　産　　の　　部 負 債 及 び 純 資 産 の 部

科　　　　目 金　　額 科　　　　目 金　　額
流　動　資　産 1,735,812 流　動　負　債 705,954

現 金 及 び 預 金 1,267,181 買 掛 金 315,356
受 取 手 形 35,194 未 払 金 105,642
売 掛 金 278,860 未 払 費 用 46,878
商 品 及 び 製 品 976 未 払 法 人 税 等 14,974
仕 掛 品 77,466 未 払 消 費 税 等 88,243
原 材 料 及 び 貯 蔵 品 39,374 賞 与 引 当 金 80,000
前 払 費 用 8,788 そ の 他 の 流 動 負 債 54,859
繰 延 税 金 資 産 28,039
そ の 他 の 流 動 資 産 2,127 固　定　負　債 540,088
貸 倒 引 当 金 △ 2,200 長 期 預 り 敷 金 30,140

長 期 預 り 保 証 金 106,000
固　定　資　産 2,910,669 退 職 給 付 引 当 金 138,691

有 形 固 定 資 産 2,394,660 役 員 退 職 慰 労 引 当 金 234,043
建 物 657,243 資 産 除 去 債 務 20,781
構 築 物 21,311 繰 延 税 金 負 債 10,431
機 械 及 び 装 置 770,914
車 両 及 び 運 搬 具 1,924 負 　 債 　 合 　 計 1,246,043
工 具 器 具 及 び 備 品 14,076
土 地 929,190 株　主　資　本 3,306,891

資　　本　　金 929,890
無 形 固 定 資 産 50,342 資 本 剰 余 金 1,691,419

ソ フ ト ウ ェ ア 44,989 資 本 準 備 金 1,691,419
電 話 加 入 権 2,453 利 益 剰 余 金 702,798
施 設 利 用 権 2,900 利 益 準 備 金 77,000

そ の 他 利 益 剰 余 金 625,798
投資その他の資産 465,665 別 途 積 立 金 700,000

投 資 有 価 証 券 285,805 繰 越 利 益 剰 余 金 △ 74,201
破 産 更 生 債 権 等 10,718 自　己　株　式 △ 17,217
敷 金 76,168
保 証 金 162 評価・換算差額等 93,546
保 険 積 立 金 105,609 その他有価証券評価差額金 93,546
貸 倒 引 当 金 △ 12,800

純 資 産 合 計 3,400,438
資 　 産 　 合 　 計 4,646,481 負債及び純資産合計 4,646,481
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損 益 計 算 書
平成29年 5 月 1 日から
平成30年 4 月30日まで

（単位：千円）

科　　　　　　　目 金　　　　額

売 上 高 2,757,186

売 上 原 価 2,387,248

売 上 総 利 益 369,937

販売費及び一般管理費 527,685

営 業 損 失 157,748

営 業 外 収 益

受 取 利 息 351

受 取 配 当 金 6,494

不 動 産 賃 貸 収 入 30,840

雑 収 入 4,260 41,947

営 業 外 費 用

不 動 産 賃 貸 原 価 12,996

経 常 損 失 128,797

特 別 損 失

固 定 資 産 除 却 損 11,758

税 引 前 当 期 純 損 失 140,555

法人税、住民税及び事業税 6,049

法 人 税 等 調 整 額 1,639 7,689

当 期 純 損 失 148,244
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株主資本等変動計算書
平成29年 5 月 1 日から
平成30年 4 月30日まで

（単位：千円）

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自　己
株　式

株　主
資　本
合　計

資　本
準備金

資　本
剰余金
合　計

利　益
準備金

その他利益剰余金 利　益
剰余金
合　計

別　　途
積 立 金

繰越利益
剰 余 金

当期首残高 929,890 1,691,419 1,691,419 77,000 700,000 111,793 888,793 △17,089 3,493,014

事業年度中の変動額

　剰余金の配当 △37,750 △37,750 △37,750

　自己株式の取得 △127 △127

　当期純損失（△） △148,244 △148,244 △148,244

　株主資本以外の項目の
　事業年度中の変動額（純額）

事業年度中の変動額合計 － － － － － △185,994 △185,994 △127 △186,122

当期末残高 929,890 1,691,419 1,691,419 77,000 700,000 △74,201 702,798 △17,217 3,306,891

（単位：千円）

評価・換算差額等

純資産
合　計

そ の 他
有価証券
評価差額
金　　　

評価・
換　算
差額等
合　計

当期首残高 56,708 56,708 3,549,722

事業年度中の変動額

　剰余金の配当 △37,750

　自己株式の取得 △127

　当期純損失（△） △148,244

　株主資本以外の項目の
　事業年度中の変動額（純額） 36,838 36,838 36,838

事業年度中の変動額合計 36,838 36,838 △149,283

当期末残高 93,546 93,546 3,400,438
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個　別　注　記　表

Ⅰ　重要な会計方針に係る事項
１．有価証券の評価基準及び評価方法

　　その他有価証券	
　　　時価のあるもの　　期末日の市場価格等に基づく時価法

（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却
原価は移動平均法により算定しております）

　　　時価のないもの　　移動平均法による原価法

２．棚卸資産の評価基準及び評価方法
商品及び製品・仕掛品……総平均法に基づく原価法（貸借対照表価額は収益

性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）
原材料及び貯蔵品…………総平均法に基づく原価法（貸借対照表価額は収益

性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

３．固定資産の減価償却の方法
（1）有形固定資産　　定率法

但し、平成 10 年 4 月 1 日以降に取得した建物（建物附
属設備を除く）及び平成 28 年 4 月 1 日以降に取得した
建物附属設備並びに構築物については、定額法。少額減
価償却資産（取得価額が 10 万円以上 20 万円未満の減価
償却資産）については、3 年間で均等償却。
なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。
建物：15 年～ 65 年、機械及び装置：10 年

（2）無形固定資産　　定額法
なお、自社利用のソフトウェアについては、社内におけ
る利用可能期間（5 年）に基づく定額法。

４．引当金の計上基準
（1）貸倒引当金	 一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債

権等特定の債権については個別に回収可能性を検討
し、回収不能見込額を計上しております。

（2）賞与引当金	 従業員の賞与の支給に備えるため、支給見込額の当
事業年度負担額を計上しております。

（3）退職給付引当金	 従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末にお
ける退職給付債務に基づき計上しております。

（4）役員退職慰労引当金	 役員の退職慰労金の支出に備えるため、内規に基づ
く当事業年度末要支給額を計上しております。

５．その他計算書類作成のための重要な事項
　　　消費税等の会計処理は、税抜方式によっております。
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Ⅱ　貸借対照表に関する注記
１．有形固定資産の減価償却累計額  3,328,814 千円

	
２．担保に供している資産
　 （1）担保に供している資産

	  建物  169,803 千円
	  土地  　　　　339,376 千円
	  合計  509,179 千円

Ⅲ　損益計算書に関する注記
　該当事項はありません。

Ⅳ　株主資本等変動計算書に関する注記
１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び総数に関する事項

当事業年度
期首株式数

当事業年度
増加株式数

当事業年度
減少株式数

当事業年度
期末株式数

発行済株式　
　　普通株式 3,813,000 株 ―株 3,431,700 株 381,300 株

合　計 3,813,000 株 ―株 3,431,700 株 381,300 株
自己株式　　
　　普通株式 37,969 株 39 株 34,173 株 3,835 株

合　計 37,969 株 39 株 34,173 株 3,835 株
（注）平成 29 年 11 月 1 日付で普通株式 10 株につき 1 株の割合で株式併合を行っております。
（変動事由の概要）
　発行済株式数（普通株式）の株式併合による減少　3,431,700 株
　自己株式（普通株式）の株式併合に伴う 1 株未満の調整株式買取による増加　39 株
　自己株式（普通株式）の株式併合による減少　34,173 株

２．当事業年度中に行った剰余金の配当に関する事項

決　　議 株式の種類 配当金の総額 1株当たり
配　当　額 基　準　日 効力発生日

平成29年7月26日
定 時 株 主 総 会 普通株式 37,750千円 10円 平成29年

4月30日
平成29年
7月27日
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３．当事業年度末日後に行う剰余金の配当に関する事項

決　　議 株式の
種　類 配当の原資 配当金の

総　　額
1株当たり
配 当 額 基準日 効　力

発生日
平成30年7月25日
定 時 株 主 総 会 普通株式 利益剰余金 37,746千円 100円 平成30年

4月30日
平成30年
7月26日

（注）平成 30 年 7 月 25 日開催予定の定時株主総会において決議を予定しております。

Ⅴ　金融商品に関する注記
１．金融商品の状況に関する事項
（1）金融商品に対する取組方針

　当社は、経営活動に必要な資金の調達を自己資金にて賄っております。
余裕資金の運用は、定期預金を中心とした安全で流動性の高い金融資産に
て行っております。

（2）金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制
　売掛金は顧客の信用リスクに晒されており、係る顧客の信用リスクは、
与信管理に関する社内規程に沿ってリスク低減を図っております。
　また、投資有価証券は主として株式であり、上場株式については四半期
ごと時価の把握を行っております。

２．金融商品の時価等に関する事項
　平成 30 年 4 月 30 日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額に
ついては、次のとおりであります。なお、時価を把握することが極めて困難
と認められるものは、次表には含めておりません（（注）２．参照）。

（単位：千円）
貸借対照表
計　上　額 時　価 差　額

（1）現金及び預金 1,267,181 1,267,181 ―
（2）売掛金 278,860
　　　貸倒引当金（※1） △1,780
　　　差　引 277,080 277,080 ―

（3）投資有価証券 283,805 283,805 ―
資　産　計 1,828,068 1,828,068 ―

（1）買掛金 315,356 315,356 　―
（2）未払法人税等 14,974 14,974 ―

負　債　計 330,331 330,331 ―
（※ 1）売掛金に対する貸倒引当金であります。
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（注）１．	金融商品の時価の算定方法に関する事項

資　　産 算 定 方 法
（1）現金及び預金
（2）売掛金

短期間で決済され、帳簿価額とほぼ等しいこ
とから、当該帳簿価額を時価としております。

（3）投資有価証券 株式等は取引所の価格を時価としておりま
す。

負　　債 算 定 方 法
（1）買掛金
（2）未払法人税等

短期間で決済され、帳簿価額とほぼ等しいこ
とから、当該帳簿価額を時価としております。

（注）２．	非上場株式（貸借対照表計上額 2,000 千円）は、市場価格がなく、時価を把握すること
が極めて困難と認められるため、上記の「資産（３）投資有価証券」には含めておりま
せん。

Ⅵ　賃貸等不動産に関する注記
１．賃貸等不動産の状況に関する事項

　　当社では、北九州市内において、当社所有の建物の一部について賃貸して
　おり、また、事業の用に供していない不動産を有しております。

２．賃貸等不動産の時価等に関する事項
貸借対照表計上額 時　　価

439,055千円 438,486千円

（注）当事業年度末の時価は、賃貸不動産については不動産鑑定士による鑑定評価額に基づく価額、
事業の用に供していない不動産については一定の評価額や適切に市場価格を反映していると
考えられる指標に基づく価額であります。
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Ⅶ　税効果会計に関する注記
１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

	 繰延税金資産	
	 　未払事業税等否認  3,046 千円
	 　賞与引当金等損金算入否認  27,855 千円
	 　投資有価証券評価損否認  42,733 千円
	 　退職給付引当金損金算入否認  42,176 千円
	 　役員退職慰労引当金損金算入否認  71,172 千円
	 　会員権評価損否認  121 千円
	 　保険積立金評価損否認  16,723 千円
	 　貸倒引当金損金算入否認  4,561 千円
	 　資産除去債務等             　　　7,600 千円
	 　繰延税金資産小計  215,992 千円
	 　評価性引当額      　　　△ 187,952 千円
	 　繰延税金資産合計  28,039 千円
	 繰延税金負債	
	 　資産除去債務           　　　△ 364 千円
	 　その他有価証券評価差額金       　　　△ 10,066 千円
	 　繰延税金負債合計       　　　△ 10,431 千円
	 繰延税金資産の純額           　　　17,608 千円

		
　２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との差異の原因となっ

た主な項目別の内訳
　　当事業年度は、税引前当期純損失であるため記載を省略しております。
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Ⅷ　関連当事者との取引に関する注記
１．役員及び個人主要株主等

種類 会社等の
名称

議決権等の所有
（被所有）割合

関連当事者
との関係 取引の内容 取引金額

（千円） 科目 期末残高
（千円）

役員及び
その近親者
が議決権の
過半数を所
有している

会社等

㈱安井組 （被所有）
直接0.2%

建築工事等
の取引

役員の兼任

建築工事等
の取引 422 未払金 153

エフアン
ドエス㈱

（被所有）
直接0.0%

学校アルバム
等の販売の

仲介

学校アルバム
等の販売の

仲介
8,243 売掛金 1,359

（注）	 上記金額のうち、取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれ
ております。

　取引条件及び取引条件の決定方針等
１．建築工事等の取引については、市場実勢を勘案し、当社が価格を提示し、価格交渉の上、

決定しております。
２．学校アルバム等の販売の仲介の取引については、市場実勢を勘案し、他社取引実績と比

較考量、価格交渉の上、決定しております。

Ⅸ　1 株当たり情報に関する注記
１． １株当たり純資産額  9,008 円 62 銭
２． １株当たり当期純損失  392 円 72 銭

（注）	 当社は、平成 29 年 11 月 1 日付で普通株式 10 株につき 1 株の割合で株式併合を行っており
ます。当該株式併合については、当事業年度の期首に株式併合が行われたと仮定して、1 株
当たり純資産額及び 1 株当たり当期純損失を算定しております。

Ⅹ　重要な後発事象に関する注記
　該当事項はありません。
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会計監査人の監査報告書　謄本

独立監査人の監査報告書
平成30年 6 月27日

株 式 会 社 マ ツ モ ト
　　取 締 役 会 　 御 中

　　　　　　　指定有限責任社員
　　　　　　　　　　　　　　　　　公認会計士　矢治　博之　 印

　　　　　　　
業 務 執 行 社 員

　　　　　　　指定有限責任社員
　　　　　　　　　　　　　　　　　公認会計士　阿部　正典　 印

　　　　  
業 務 執 行 社 員

　当監査法人は、会社法第 436 条第 2 項第 1 号の規定に基づき、株式会社
マツモトの平成 29 年 5 月 1 日から平成 30 年 4 月 30 日までの第 30 期事業
年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計
算書及び個別注記表並びにその附属明細書について監査を行った。

計算書類等に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計
の基準に準拠して計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示するこ
とにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類
及びその附属明細書を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断し
た内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立
場から計算書類及びその附属明細書に対する意見を表明することにある。
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に
準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に計算書類及びその附
属明細書に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るた
めに、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。
　監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について
監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、当監査法人の
判断により、不正又は誤謬による計算書類及びその附属明細書の重要な虚
偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内
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部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人
は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案する
ために、計算書類及びその附属明細書の作成と適正な表示に関連する内部
統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適
用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての計
算書類及びその附属明細書の表示を検討することが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手し
たと判断している。

監査意見
　当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において
一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、当該計算書類及
びその附属明細書に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点に
おいて適正に表示しているものと認める。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定に
より記載すべき利害関係はない。

以　上　
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監査役会の監査報告書　謄本

監 査 報 告 書

　当監査役会は、平成 29 年 5 月 1 日から平成 30 年 4 月 30 日までの第 30 期事
業年度の取締役の職務の執行に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づ
き、審議の上、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたします。

１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
　監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実
施状況及び監査結果について報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人
からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めま
した。
　各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、
職務の分担等に従い、取締役、内部監査部門その他の使用人等と意思疎通
を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるとともに、取締役会そ
の他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況に
ついて報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、
本社及び主要な事業所において業務及び財産の状況を調査いたしました。
また、事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適
合することを確保するための体制その他株式会社の業務の適正を確保する
ために必要なものとして会社法施行規則第 100 条第 1 項及び第 3 項に定め
る体制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備され
ている当該体制（内部統制システム）について、取締役及び使用人等から
その構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明
を求め、意見を表明いたしました。以上の方法に基づき、当該事業年度に
係る事業報告及びその附属明細書について検討いたしました。
　さらに、会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施し
ているかを監視及び検証するとともに、会計監査人からその職務の執行状
況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査
人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社
計算規則 131 条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（平
成 17 年 10 月 28 日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を
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以　上　

受け、必要に応じて説明を求めました。以上の方法に基づき、当該事業年
度に係る計算書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び
個別注記表）及びその附属明細書について検討いたしました。

　２．監査の結果
　　（1）　事業報告等の監査結果
　　　一　事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況
　　　　　を正しく示しているものと認めます。
　　　二　取締役の職務の遂行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違
　　　　　反する重大な事実は認められません。
　　　三　内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認め
　　　　　ます。また、当該内部統制システムに関する事業報告の記載内容及
　　　　　び取締役の職務執行についても、指摘すべき事項は認められません。
　　（2）　計算書類及びその附属明細書の監査結果

　会計監査人新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当である
　と認めます。

　　　　　平成30年 6 月28日
　　　　　　　　　　　　　　　株式会社　マツモト　　　監査役会
　　　　　　　　　　　　　　　　監査役（常勤）　　　　冨樫　督司　　印

　　　　　　　　　　　　　　　　社外監査役　　　　　　安井　玄治　　印

　　　　　　　　　　　　　　　　社外監査役　　　　　 原永　　茂　　印
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株主総会参考書類

議案および参考事項

第 1 号議案　　　剰余金の処分の件
　第 30 期期末配当等につきましては、当期の業績および財産の状
況ならびに今後の事業展開等を勘案いたしまして、以下のとおり
といたしたいと存じます。

１．期末配当に関する事項
　（1）株主に対する配当財産の割り当てに関する事項およびそ

の総額
　　　　　当社普通株式 1 株につき金 100 円　　総額 37,746,500 円

　（2）剰余金の配当が効力を生じる日
　　　　平成 30 年 7 月 26 日

２．剰余金の処分に関する事項
　（1）増加する剰余金の項目及びその額
　　　　繰越利益剰余金　　200,000,000 円
　（2）減少する剰余金の項目及びその額
　　　　別途積立金　　　　200,000,000 円
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第 2 号議案　　　取締役 5 名選任の件
　取締役松本政敬、松本敬三郎、松本大輝、梅津武、杉本佳彦の 5
名は、本総会終結の時をもって任期満了となりますので、取締役 5
名の選任をお願いするものであります。取締役候補者は次のとお
りであります。

候補者
番号

氏　　　名
（生 年 月 日）

略　　　　　　　歴
（地位および担当ならびに重要な兼職の状況）

所有する当
社の株式数

1 松
まつもと

本　政
まさよし

敬
（大正15年8月2日生）

昭和22年 4 月	 松本写真工芸所入社
昭和24年 4 月	 合資会社松本写真印刷社
	 無限責任社員
平成元年 2 月	 当社代表取締役社長
平成 6 年 7 月	 当社代表取締役会長（現任）

32,800株

2 松
まつもと

本　敬
けいざぶろう

三郎
（昭和26年4月3日生）

昭和50年 4 月	 合資会社松本写真印刷社入社
平成元年 2 月	 当社取締役
平成元年 5 月	 当社専務取締役生産本部長
平成 4 年 7 月	 当社代表取締役専務取締役
	 生産本部長
平成 6 年 7 月	 当社代表取締役社長（現任）

58,800株

3 松
まつもと

本　大
だ い き

輝
（昭和56年8月18日生）

平成19年 1 月	 富士ゼロックス株式会社入社
平成20年 4 月	 当社入社
平成20年12月	 当社東京営業所長
平成21年 7 月	 当社常務取締役営業本部長
　　　　　　　（現任）

12,900株

4 梅
う め づ

津　　武
たけし

（昭和29年2月11日生）

昭和51年 4 月	 三井造船株式会社入社
平成元年 9 月	 当社入社統合管理政策室長
平成 6 年 7 月	 当社取締役統合管理政策室長
平成14年12月	 当社取締役総務部長（現任）

15,800株

5 杉
すぎもと

本　佳
よしひこ

彦
（昭和39年12月26日生）

平成元年10月	 太田昭和監査法人
	 （現：EY新日本有限責任監査法人）
	 入所
平成 5 年 8 月	 公認会計士登録（現任）
平成26年 8 月	 杉本公認会計士事務所開設
平成27年 7 月	 当社取締役（現任）

－株

（注）	 １．取締役候補者と当社の間には、特別の利害関係はありません。
	 ２．杉本佳彦氏は社外取締役候補者であります。
	 ３．杉本佳彦氏を社外取締役候補者とした理由は、公認会計士としての豊富な経験や専門知

識等を当社の経営に反映していただくためであります。なお、同氏は直接企業経営に関
与された経験はありませんが、上記の理由により、社外取締役としての職務を適切に遂
行していただけるものと判断いたします。
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第 3 号議案　　　監査役 1 名選任の件
　監査役冨樫督司氏は、本総会終結の時をもって任期満了となり
ますので、監査役の 1 名の選任をお願いするものであります。監
査役の候補者は、次のとおりであります。なお、本議案につきま
しては、監査役会の同意を得ております。

氏　　　名
（生 年 月 日）

略　　　　　　　歴
（地位および重要な兼職の状況）

所有する当
社の株式数

石
いしかわ

川　正
まさのり

則
（昭和34年10月22日生）

昭和57年 4 月	 株式会社岡村製作所
　　　　　　（現：株式会社オカムラ）入社
平成 2 年 8 月	 当社入社
平成15年 8 月	 当社一般印刷営業課係長（現任）

300株

（注）監査役候補者と当社の間には、特別の利害関係はありません。

第 4 号議案　　　退任監査役に対し退職慰労金贈呈の件
　監査役冨樫督司氏は、本総会終結の時をもって退任されますの
で、在任中の功労に報いるため、退職慰労金を当社の定める基準
に従い、相当額の範囲内において贈呈いたしたいと存じます。
　なお、その具体的金額、贈呈の時期および方法等は監査役の協
議にご一任願いたいと存じます。
　なお、退任監査役の略歴は次のとおりであります。

氏　　　名 略　　　　　　　歴

冨
と が し

樫　督
と く し

司 平成22年 7 月	 当社監査役（現任）

以　上
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